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史
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関
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令
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○
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
三
百
三
十
八
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
都
道
府
県
知
事
が
特
定
行
政
庁
と
な
る
建
築
物
）

（
都
道
府
県
知
事
が
特
定
行
政
庁
と
な
る
建
築
物
）

第
二
条
の
二

法
第
二
条
第
三
十
五
号
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う

第
二
条
の
二

法
第
二
条
第
三
十
三
号
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う

ち
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
市
町
村
の
区

ち
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
市
町
村
の
区

域
内
の
も
の
は
、
第
百
四
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
物
以
外
の
建
築
物

域
内
の
も
の
は
、
第
百
四
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
物
以
外
の
建
築
物

と
す
る
。

と
す
る
。

２

法
第
二
条
第
三
十
五
号
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う
ち
法
第
九

２

法
第
二
条
第
三
十
三
号
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う
ち
法
第
九

十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
特
別
区
の
区
域
内
の
も

十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
特
別
区
の
区
域
内
の
も

の
は
、
第
百
四
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
物
と
す
る
。

の
は
、
第
百
四
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
物
と
す
る
。

（
地
区
計
画
等
の
区
域
内
に
お
い
て
条
例
で
定
め
る
制
限
）

（
地
区
計
画
等
の
区
域
内
に
お
い
て
条
例
で
定
め
る
制
限
）

第
百
三
十
六
条
の
二
の
五

法
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例

第
百
三
十
六
条
の
二
の
五

法
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例

に
よ
る
制
限
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
で
地
区
計
画
等
の
内
容
と
し
て
定

に
よ
る
制
限
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
で
地
区
計
画
等
の
内
容
と
し
て
定

め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ

め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

一

建
築
物
の
用
途
の
制
限

次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一

建
築
物
の
用
途
の
制
限

次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

地
区
計
画
の
区
域
（
再
開
発
等
促
進
区
及
び
開
発
整
備
促
進
区
を
除
く

イ

地
区
計
画
の
区
域
（
再
開
発
等
促
進
区
及
び
開
発
整
備
促
進
区
を
除
く

。
）
に
あ
つ
て
は
、
当
該
区
域
の
用
途
構
成
の
適
正
化
、
各
街
区
ご
と
の

。
）
に
あ
つ
て
は
、
当
該
区
域
の
用
途
構
成
の
適
正
化
、
各
街
区
ご
と
の
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住
居
の
環
境
の
保
持
、
商
業
そ
の
他
の
業
務
の
利
便
の
増
進
そ
の
他
適
正

住
居
の
環
境
の
保
持
、
商
業
そ
の
他
の
業
務
の
利
便
の
増
進
等
に
よ
る
良

な
土
地
利
用
の
確
保
及
び
都
市
機
能
の
増
進
に
よ
る
良
好
な
環
境
の
街
区

好
な
環
境
の
街
区
の
形
成
に
貢
献
す
る
合
理
的
な
制
限
で
あ
る
こ
と
が
明

の
形
成
に
貢
献
す
る
合
理
的
な
制
限
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

ら
か
な
も
の

ロ

地
区
計
画
の
区
域
の
う
ち
再
開
発
等
促
進
区
又
は
開
発
整
備
促
進
区
に

ロ

地
区
計
画
の
区
域
の
う
ち
再
開
発
等
促
進
区
又
は
開
発
整
備
促
進
区
に

あ
つ
て
は
、
当
該
再
開
発
等
促
進
区
又
は
開
発
整
備
促
進
区
に
ふ
さ
わ
し

あ
つ
て
は
、
当
該
再
開
発
等
促
進
区
又
は
開
発
整
備
促
進
区
に
ふ
さ
わ
し

い
良
好
な
住
居
の
環
境
の
確
保
、
商
業
そ
の
他
の
業
務
の
利
便
の
増
進
そ

い
良
好
な
住
居
の
環
境
の
確
保
、
商
業
そ
の
他
の
業
務
の
利
便
の
増
進
等

の
他
適
正
な
土
地
利
用
の
確
保
及
び
都
市
機
能
の
増
進
に
貢
献
す
る
合
理

に
貢
献
す
る
合
理
的
な
制
限
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

的
な
制
限
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

ハ

防
災
街
区
整
備
地
区
計
画
の
区
域
に
あ
つ
て
は
、
当
該
区
域
に
ふ
さ
わ

ハ

防
災
街
区
整
備
地
区
計
画
の
区
域
に
あ
つ
て
は
、
当
該
区
域
に
ふ
さ
わ

し
い
良
好
な
住
居
の
環
境
の
確
保
、
商
業
そ
の
他
の
業
務
の
利
便
の
増
進

し
い
良
好
な
住
居
の
環
境
の
確
保
、
商
業
そ
の
他
の
業
務
の
利
便
の
増
進

そ
の
他
適
正
な
土
地
利
用
の
確
保
及
び
都
市
機
能
の
増
進
に
貢
献
し
、
か

等
に
貢
献
し
、
か
つ
、
当
該
区
域
に
お
け
る
特
定
防
災
機
能
（
密
集
市
街

つ
、
当
該
区
域
に
お
け
る
特
定
防
災
機
能
（
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災

地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律

街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第

第
四
十
九
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
防
災
機
能
を
い
う
。
以

二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
防
災
機
能
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
見
て
合
理
的
な
制

。
）
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
見
て
合
理
的
な
制
限
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

限
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

な
も
の

ニ

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
計
画
の
区
域
に
あ
つ
て
は
、
当
該
区
域
に

ふ
さ
わ
し
い
良
好
な
住
居
の
環
境
の
確
保
、
商
業
そ
の
他
の
業
務
の
利
便

の
増
進
そ
の
他
適
正
な
土
地
利
用
の
確
保
及
び
都
市
機
能
の
増
進
に
貢
献

し
、
か
つ
、
当
該
区
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
（
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
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風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）

第
一
条
に
規
定
す
る
歴
史
的
風
致
を
い
う
。
）
の
維
持
及
び
向
上
を
図
る

観
点
か
ら
見
て
合
理
的
な
制
限
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

ホ

沿
道
地
区
計
画
の
区
域
に
あ
つ
て
は
、
商
業
そ
の
他
幹
線
道
路
の
沿
道

ニ

沿
道
地
区
計
画
の
区
域
に
あ
つ
て
は
、
商
業
そ
の
他
幹
線
道
路
の
沿
道

と
し
て
の
当
該
区
域
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
業
務
の
利
便
の
増
進
そ
の
他

と
し
て
の
当
該
区
域
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
業
務
の
利
便
の
増
進
等
に
貢

適
正
な
土
地
利
用
の
確
保
及
び
都
市
機
能
の
増
進
に
貢
献
し
、
か
つ
、
道

献
し
、
か
つ
、
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防
止
す
る
観
点
か

路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
見
て
合
理
的
な

ら
見
て
合
理
的
な
制
限
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

制
限
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

ヘ

集
落
地
区
計
画
の
区
域
に
あ
つ
て
は
、
当
該
区
域
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し

ホ

集
落
地
区
計
画
の
区
域
に
あ
つ
て
は
、
当
該
集
落
地
区
計
画
の
区
域
の

い
良
好
な
住
居
の
環
境
の
保
持
そ
の
他
適
正
な
土
地
利
用
の
確
保
に
貢
献

特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
良
好
な
住
居
の
環
境
の
保
持
等
に
貢
献
す
る
合
理
的

す
る
合
理
的
な
制
限
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

な
制
限
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

二
・
三

略

二
・
三

略

四

建
築
物
の
敷
地
面
積
の
最
低
限
度

次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

建
築
物
の
敷
地
面
積
の
最
低
限
度

次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

地
区
計
画
等
（
集
落
地
区
計
画
を
除
く
。
）
の
区
域
に
あ
つ
て
は
、
建

イ

地
区
計
画
、
防
災
街
区
整
備
地
区
計
画
又
は
沿
道
地
区
計
画
の
区
域
に

築
物
の
敷
地
が
細
分
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
又
は
建
築
物
が
密
集
す
る

あ
つ
て
は
、
建
築
物
の
敷
地
が
細
分
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
又
は
建
築

こ
と
に
よ
り
、
住
宅
そ
の
他
の
建
築
物
の
敷
地
内
に
必
要
と
さ
れ
る
空
地

物
が
密
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
等
の
敷
地
内
に
必
要
と
さ
れ
る
空
地

の
確
保
又
は
建
築
物
の
安
全
、
防
火
若
し
く
は
衛
生
の
目
的
を
達
成
す
る

の
確
保
又
は
建
築
物
の
安
全
、
防
火
若
し
く
は
衛
生
の
目
的
を
達
成
す
る

こ
と
が
著
し
く
困
難
と
な
る
区
域
に
つ
い
て
、
当
該
区
域
の
良
好
な
住
居

こ
と
が
著
し
く
困
難
と
な
る
区
域
に
つ
い
て
、
当
該
区
域
の
良
好
な
住
居

の
環
境
の
確
保
そ
の
他
市
街
地
の
環
境
の
維
持
増
進
に
貢
献
す
る
合
理
的

等
の
環
境
の
維
持
増
進
に
貢
献
す
る
合
理
的
な
数
値
で
あ
る
こ
と
。

な
数
値
で
あ
る
こ
と
。
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ロ

集
落
地
区
計
画
の
区
域
に
あ
つ
て
は
、
建
築
物
の
敷
地
が
細
分
化
さ
れ

ロ

集
落
地
区
計
画
の
区
域
に
あ
つ
て
は
、
建
築
物
の
敷
地
が
細
分
化
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
そ
の
他
の
建
築
物
の
敷
地
内
に
必
要
と
さ
れ
る
空

る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
等
の
敷
地
内
に
必
要
と
さ
れ
る
空
地
の
確
保
又
は

地
の
確
保
又
は
建
築
物
の
安
全
、
防
火
若
し
く
は
衛
生
の
目
的
を
達
成
す

建
築
物
の
安
全
、
防
火
若
し
く
は
衛
生
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
著
し

る
こ
と
が
著
し
く
困
難
と
な
る
区
域
に
つ
い
て
、
当
該
集
落
地
区
計
画
の

く
困
難
と
な
る
区
域
に
つ
い
て
、
当
該
集
落
地
区
計
画
の
区
域
の
特
性
に

区
域
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
良
好
な
住
居
の
環
境
の
保
持
そ
の
他
適
正
な

ふ
さ
わ
し
い
良
好
な
住
居
の
環
境
の
保
持
等
に
貢
献
す
る
合
理
的
な
数
値

土
地
利
用
の
確
保
に
貢
献
す
る
合
理
的
な
数
値
で
あ
る
こ
と
。

で
あ
る
こ
と
。

五
～
十
五

略

五
～
十
五

略

２
～

略

２
～

略

12

12



- 5 -

○
都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
許
容
建
築
面
積
の
特
例
）

（
許
容
建
築
面
積
の
特
例
）

第
六
条

都
市
公
園
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
を
設
け
る
場
合

第
六
条

都
市
公
園
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
を
設
け
る
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
当
該
都
市
公
園
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合

に
お
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
当
該
都
市
公
園
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合

を
限
度
と
し
て
、
法
第
四
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
建
築
面
積

を
限
度
と
し
て
、
法
第
四
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
建
築
面
積

を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
休
養
施
設
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
運
動
施
設

一

前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
休
養
施
設
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
運
動
施
設

、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
教
養
施
設
、
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
備
蓄
倉
庫

、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
教
養
施
設
、
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
備
蓄
倉
庫

そ
の
他
同
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
災
害
応
急
対
策
に
必
要
な
施
設
又
は

そ
の
他
同
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
災
害
応
急
対
策
に
必
要
な
施
設
又
は

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
に
規
定
す
る
都
道
府
県

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
に
規
定
す
る
都
道
府
県

立
自
然
公
園
の
利
用
の
た
め
の
施
設
で
あ
る
建
築
物
（
次
号
に
掲
げ
る
建
築
物

立
自
然
公
園
の
利
用
の
た
め
の
施
設
で
あ
る
建
築
物
（
次
号
に
掲
げ
る
建
築
物

を
除
く
。
）

百
分
の
十

を
除
く
。
）

百
分
の
十

二

前
号
の
休
養
施
設
又
は
教
養
施
設
で
あ
る
建
築
物
の
う
ち
次
の
イ
か
ら
ハ
ま

二

前
号
の
休
養
施
設
又
は
教
養
施
設
で
あ
る
建
築
物
の
う
ち
次
の
い
ず
れ
か
に

で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物

百
分
の
二
十

該
当
す
る
建
築
物

百
分
の
二
十

イ

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
り

イ

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
り

国
宝
、
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念

国
宝
、
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念

物
若
し
く
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
、
又
は
登
録
有
形
文

物
若
し
く
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
、
又
は
登
録
有
形
文

化
財
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
若
し
く
は
登
録
記
念
物
と
し
て
登
録
さ
れ
た

化
財
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
若
し
く
は
登
録
記
念
物
と
し
て
登
録
さ
れ
た

建
築
物
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
じ
て
歴
史
上
又
は
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
と

建
築
物
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
じ
て
歴
史
上
又
は
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
と

し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
建
築
物

し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
建
築
物

ロ

景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
の
規
定
に
よ
り
景
観
重
要
建
造

ロ

景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
の
規
定
に
よ
り
景
観
重
要
建
造

物
と
し
て
指
定
さ
れ
た
建
築
物

物
と
し
て
指
定
さ
れ
た
建
築
物

ハ

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

十
年
法
律
第
四
十
号
）
の
規
定
に
よ
り
歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
と
し
て
指

定
さ
れ
た
建
築
物

２
・
３

略

２
・
３

略

（
都
市
公
園
に
関
す
る
費
用
の
補
助
額
）

（
都
市
公
園
に
関
す
る
費
用
の
補
助
額
）

第
三
十
一
条

法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
国
の
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
補
助

第
三
十
一
条

法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
国
の
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
補
助

金
の
額
は
、
都
市
公
園
の
新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る

金
の
額
は
、
都
市
公
園
の
新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る

公
園
施
設
の
新
設
、
増
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
に
あ
つ
て
は
当
該
費
用
の
額

公
園
施
設
の
新
設
、
増
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
に
あ
つ
て
は
当
該
費
用
の
額

に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
都
市
公
園
の
用
地
の
取
得
に
要
す
る
費
用

に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
都
市
公
園
の
用
地
の
取
得
に
要
す
る
費
用

に
あ
つ
て
は
当
該
費
用
の
額
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

に
あ
つ
て
は
当
該
費
用
の
額
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

園
路
又
は
広
場

一

園
路
又
は
広
場
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二

修
景
施
設

二

修
景
施
設

三

休
養
施
設
の
う
ち
、
休
憩
所
、
ベ
ン
チ
、
野
外
卓
、
キ
ャ
ン
プ
場
そ
の
他
こ

三

休
養
施
設
の
う
ち
、
休
憩
所
、
ベ
ン
チ
、
野
外
卓
、
キ
ャ
ン
プ
場
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
も
の

れ
ら
に
類
す
る
も
の

四

遊
戯
施
設
の
う
ち
、
ぶ
ら
ん
こ
、
滑
り
台
、
シ
ー
ソ
ー
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

四

遊
戯
施
設
の
う
ち
、
ぶ
ら
ん
こ
、
滑
り
台
、
シ
ー
ソ
ー
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

、
ラ
ダ
ー
、
砂
場
、
徒
渉
池
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

、
ラ
ダ
ー
、
砂
場
、
徒
渉
池
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

五

運
動
施
設
（
ゴ
ル
フ
場
及
び
ゴ
ル
フ
練
習
場
並
び
に
こ
れ
ら
に
附
属
す
る
工

五

運
動
施
設
（
ゴ
ル
フ
場
及
び
ゴ
ル
フ
練
習
場
並
び
に
こ
れ
ら
に
附
属
す
る
工

作
物
並
び
に
第
五
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
運
動
施
設
を
除
く
。
）

作
物
並
び
に
第
五
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
運
動
施
設
を
除
く
。
）

六

教
養
施
設
の
う
ち
、
次
の
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

六

教
養
施
設
の
う
ち
、
自
然
生
態
園
、
野
鳥
観
察
所
、
動
植
物
の
保
護
繁
殖
施

イ

自
然
生
態
園
、
野
鳥
観
察
所
、
動
植
物
の
保
護
繁
殖
施
設
、
野
外
劇
場
、

設
、
野
外
劇
場
、
野
外
音
楽
堂
、
体
験
学
習
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も

野
外
音
楽
堂
、
体
験
学
習
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

の

ロ

古
墳
、
城
跡
、
旧
宅
そ
の
他
の
遺
跡
及
び
こ
れ
ら
を
復
原
し
た
も
の
で
歴

史
上
又
は
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
（
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持

及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
第
八
条
に
規
定
す
る
認
定
歴
史
的
風
致
維
持
向
上

計
画
に
同
法
第
五
条
第
二
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
そ
の
新
設
又

は
改
築
が
定
め
ら
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

七

便
益
施
設
の
う
ち
、
駐
車
場
、
園
内
移
動
用
施
設
、
便
所
、
時
計
台
、
水
飲

七

便
益
施
設
の
う
ち
、
駐
車
場
、
園
内
移
動
用
施
設
、
便
所
、
時
計
台
、
水
飲

場
、
手
洗
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

場
、
手
洗
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

八

管
理
施
設
の
う
ち
、
門
、
さ
く
、
管
理
事
務
所
、
苗
畑
、
照
明
施
設
、
ご
み

八

管
理
施
設
の
う
ち
、
門
、
さ
く
、
管
理
事
務
所
、
苗
畑
、
照
明
施
設
、
ご
み

処
理
場
、
水
道
、
井
戸
、
暗
渠
、
水
門
、
雨
水
貯
留
施
設
、
水
質
浄
化
施
設
、

処
理
場
、
水
道
、
井
戸
、
暗
渠
、
水
門
、
雨
水
貯
留
施
設
、
水
質
浄
化
施
設
、

護
岸
、
擁
壁
、
発
電
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

護
岸
、
擁
壁
、
発
電
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

九

第
五
条
第
八
項
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
展
望
台
又
は
同
項
に
規
定
す
る
備

九

第
五
条
第
八
項
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
展
望
台
又
は
同
項
に
規
定
す
る
備

蓄
倉
庫
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
災
害
応
急
対
策
に
必
要
な
施
設
（
避

蓄
倉
庫
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
災
害
応
急
対
策
に
必
要
な
施
設
（
避

難
地
又
は
避
難
路
と
な
る
都
市
公
園
（
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法

難
地
又
は
避
難
路
と
な
る
都
市
公
園
（
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法

律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
二
条
第
十
号
に
規
定
す
る
地
域
防
災
計
画
そ
の
他
こ

律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
二
条
第
十
号
に
規
定
す
る
地
域
防
災
計
画
そ
の
他
こ

れ
に
準
ず
る
防
災
に
関
す
る
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に

れ
に
準
ず
る
防
災
に
関
す
る
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に

設
け
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

設
け
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
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○
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
優
良
住
宅
地
の
造
成
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡
所

（
優
良
住
宅
地
の
造
成
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡
所

得
の
課
税
の
特
例
）

得
の
課
税
の
特
例
）

第
二
十
条
の
二

略

第
二
十
条
の
二

略

２
～

略

２
～

略

12

12

法
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
中
高
層
の
耐
火
建
築
物

法
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
中
高
層
の
耐
火
建
築
物

13

13

の
建
築
を
す
る
政
令
で
定
め
る
事
業
は
、
地
上
階
数
四
以
上
の
中
高
層
の
耐
火

の
建
築
を
す
る
政
令
で
定
め
る
事
業
は
、
地
上
階
数
四
以
上
の
中
高
層
の
耐
火

建
築
物
の
建
築
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
、
当
該
事
業
が
法
第
三
十

建
築
物
の
建
築
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
、
当
該
事
業
が
法
第
三
十

七
条
の
五
第
一
項
の
表
の
第
一
号
の
上
欄
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
域
又
は
地

七
条
の
五
第
一
項
の
表
の
第
一
号
の
上
欄
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
域
又
は
地

区
内
に
お
い
て
施
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
次
に
掲
げ
る
要
件
（
当
該

区
内
に
お
い
て
施
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
次
に
掲
げ
る
要
件
（
当
該

事
業
が
都
市
再
開
発
法
第
百
二
十
九
条
の
六
に
規
定
す
る
認
定
再
開
発
事
業
計

事
業
が
都
市
再
開
発
法
第
百
二
十
九
条
の
六
に
規
定
す
る
認
定
再
開
発
事
業
計

画
に
係
る
同
法
第
百
二
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
再
開
発
事
業
（
第
一

画
に
係
る
同
法
第
百
二
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
再
開
発
事
業
（
第
一

号
に
お
い
て
「
認
定
再
開
発
事
業
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
一
号

号
に
お
い
て
「
認
定
再
開
発
事
業
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
一
号

及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件
）
の
す
べ
て
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
き

及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件
）
の
す
べ
て
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
き

、
当
該
事
業
を
行
う
者
の
申
請
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
が
認
定
を
し
た
も
の

、
当
該
事
業
を
行
う
者
の
申
請
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
が
認
定
を
し
た
も
の

と
す
る
。

と
す
る
。

一

略

一

略

二

そ
の
事
業
の
施
行
地
区
内
に
お
い
て
都
市
施
設
（
都
市
計
画
法
第
四
条
第

二

そ
の
事
業
の
施
行
地
区
内
に
お
い
て
都
市
施
設
（
都
市
計
画
法
第
四
条
第

六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施
設
又
は
同
法
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
三
号

六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施
設
又
は
同
法
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
三
号

に
規
定
す
る
地
区
施
設
を
い
う
。
）
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
（
そ
の
事
業
の

に
規
定
す
る
地
区
施
設
を
い
う
。
）
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
（
そ
の
事
業
の
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施
行
地
区
が
次
に
掲
げ
る
区
域
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
都
市
計
画
施
設

施
行
地
区
が
次
に
掲
げ
る
区
域
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
都
市
計
画
施
設

又
は
当
該
区
域
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
施
設
の
用
に
供
さ
れ

又
は
当
該
区
域
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
施
設
の
用
に
供
さ
れ

る
土
地
）
又
は
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八

る
土
地
）
又
は
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八

号
）
第
百
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
空
地
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

号
）
第
百
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
空
地
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

イ
・
ロ

略

イ
・
ロ

略

ハ

都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
沿
道
地
区
計
画

ハ

都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
沿
道
地
区
計
画

の
区
域

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
二
項
第
二

の
区
域

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
二
項
第
二

号
に
規
定
す
る
沿
道
地
区
施
設
（
そ
の
事
業
の
施
行
地
区
が
同
条
第
三
項

号
に
規
定
す
る
沿
道
地
区
施
設
（
そ
の
事
業
の
施
行
地
区
が
同
条
第
三
項

に
規
定
す
る
沿
道
再
開
発
等
促
進
区
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
沿
道
地

に
規
定
す
る
沿
道
再
開
発
等
促
進
区
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
沿
道
地

区
施
設
又
は
同
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
設
）

区
施
設
又
は
同
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
設
）

三

略

三

略

～

略

～

略

14

25

14

25

（
特
定
住
宅
地
造
成
事
業
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
譲
渡
所
得

（
特
定
住
宅
地
造
成
事
業
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
譲
渡
所
得

の
特
別
控
除
）

の
特
別
控
除
）

第
二
十
二
条
の
八

略

第
二
十
二
条
の
八

略

２
～

略

２
～

略

16

16

法
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
十
一
号
の
二
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
歴

法
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
計
画
は

17

17

史
的
風
致
維
持
向
上
支
援
法
人
は
、
民
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ

、
国
土
交
通
省
の
作
成
し
た
苫
小
牧
地
区
及
び
石
狩
新
港
地
区
の
開
発
に
関
す

れ
た
法
人
で
そ
の
設
立
当
初
に
お
い
て
拠
出
を
さ
れ
た
金
額
の
二
分
の
一
以
上

る
計
画
並
び
に
青
森
県
の
作
成
し
た
む
つ
小
川
原
地
区
の
開
発
に
関
す
る
計
画

の
金
額
が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
拠
出
を
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
寄
附
行
為
又
は

と
す
る
。

定
款
に
お
い
て
、
そ
の
法
人
が
解
散
し
た
場
合
に
そ
の
残
余
財
産
が
地
方
公
共

団
体
又
は
当
該
法
人
と
類
似
の
目
的
を
も
つ
他
の
公
益
を
目
的
と
す
る
事
業
を
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行
う
法
人
に
帰
属
す
る
旨
の
定
め
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

法
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
計
画
は

法
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
法
人
は

18

18

、
国
土
交
通
省
の
作
成
し
た
苫
小
牧
地
区
及
び
石
狩
新
港
地
区
の
開
発
に
関
す

、
そ
の
発
行
済
株
式
又
は
出
資
の
総
数
又
は
総
額
の
二
分
の
一
以
上
が
国
（
国

る
計
画
並
び
に
青
森
県
の
作
成
し
た
む
つ
小
川
原
地
区
の
開
発
に
関
す
る
計
画

の
全
額
出
資
に
係
る
法
人
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
所
有
さ
れ

と
し
、
同
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
法
人
は
、
そ
の
発
行
済
株
式
又
は
出

又
は
出
資
を
さ
れ
て
い
る
法
人
と
す
る
。

資
の
総
数
又
は
総
額
の
二
分
の
一
以
上
が
国
（
国
の
全
額
出
資
に
係
る
法
人
を

含
む
。
）
又
は
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
所
有
さ
れ
又
は
出
資
を
さ
れ
て
い
る
法

人
と
す
る
。

～

略

～

略

19

32

19

32

（
既
成
市
街
地
等
内
に
あ
る
土
地
等
の
中
高
層
耐
火
建
築
物
等
の
建
設
の
た
め

（
既
成
市
街
地
等
内
に
あ
る
土
地
等
の
中
高
層
耐
火
建
築
物
等
の
建
設
の
た
め

の
買
換
え
及
び
交
換
の
場
合
の
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例
）

の
買
換
え
及
び
交
換
の
場
合
の
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例
）

第
二
十
五
条
の
四

略

第
二
十
五
条
の
四

略

２

法
第
三
十
七
条
の
五
第
一
項
の
表
の
第
一
号
の
上
欄
に
規
定
す
る
中
高
層
の

２

法
第
三
十
七
条
の
五
第
一
項
の
表
の
第
一
号
の
上
欄
に
規
定
す
る
中
高
層
の

耐
火
建
築
物
の
建
築
を
す
る
政
令
で
定
め
る
事
業
は
、
地
上
階
数
四
以
上
の
中

耐
火
建
築
物
の
建
築
を
す
る
政
令
で
定
め
る
事
業
は
、
地
上
階
数
四
以
上
の
中

高
層
の
耐
火
建
築
物
の
建
築
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
、
当
該
事
業

高
層
の
耐
火
建
築
物
の
建
築
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
、
当
該
事
業

が
同
欄
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
域
又
は
地
区
内
に
お
い
て
施
行
さ
れ
る
も
の

が
同
欄
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
域
又
は
地
区
内
に
お
い
て
施
行
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
及
び
次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に

で
あ
る
こ
と
及
び
次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に

つ
き
、
当
該
中
高
層
の
耐
火
建
築
物
の
建
築
基
準
法
第
二
条
第
十
六
号
に
規
定

つ
き
、
当
該
中
高
層
の
耐
火
建
築
物
の
建
築
基
準
法
第
二
条
第
十
六
号
に
規
定

す
る
建
築
主
の
申
請
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
（
当
該
事
業
が
都
市
再
生
特
別

す
る
建
築
主
の
申
請
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
（
当
該
事
業
が
都
市
再
生
特
別

措
置
法
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
認
定
計
画
に
係
る
同
条
に
規
定
す
る
都
市
再

措
置
法
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
認
定
計
画
に
係
る
同
条
に
規
定
す
る
都
市
再

生
事
業
又
は
同
法
第
六
十
七
条
に
規
定
す
る
認
定
整
備
事
業
計
画
に
係
る
同
条

生
事
業
又
は
同
法
第
六
十
七
条
に
規
定
す
る
認
定
整
備
事
業
計
画
に
係
る
同
条

に
規
定
す
る
都
市
再
生
整
備
事
業
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
。

に
規
定
す
る
都
市
再
生
整
備
事
業
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
。
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第
十
六
項
及
び
第
十
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
認
定
を
し
た
も
の
と
す
る
。

第
十
六
項
及
び
第
十
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
認
定
を
し
た
も
の
と
す
る
。

一

略

一

略

二

そ
の
事
業
の
施
行
地
区
内
に
お
い
て
都
市
施
設
（
都
市
計
画
法
第
四
条
第

二

そ
の
事
業
の
施
行
地
区
内
に
お
い
て
都
市
施
設
（
都
市
計
画
法
第
四
条
第

六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施
設
又
は
同
法
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
三
号

六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施
設
又
は
同
法
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
三
号

に
規
定
す
る
地
区
施
設
を
い
う
。
）
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
（
そ
の
事
業
の

に
規
定
す
る
地
区
施
設
を
い
う
。
）
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
（
そ
の
事
業
の

施
行
地
区
が
次
に
掲
げ
る
区
域
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
都
市
計
画
施
設

施
行
地
区
が
次
に
掲
げ
る
区
域
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
都
市
計
画
施
設

又
は
当
該
区
域
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
施
設
の
用
に
供
さ
れ

又
は
当
該
区
域
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
施
設
の
用
に
供
さ
れ

る
土
地
）
又
は
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
空

る
土
地
）
又
は
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
空

地
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

地
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

イ
・
ロ

略

イ
・
ロ

略

ハ

都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
沿
道
地
区
計
画

ハ

都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
沿
道
地
区
計
画

の
区
域

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
二
項
第
二

の
区
域

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
二
項
第
二

号
に
規
定
す
る
沿
道
地
区
施
設
（
そ
の
事
業
の
施
行
地
区
が
同
条
第
三
項

号
に
規
定
す
る
沿
道
地
区
施
設
（
そ
の
事
業
の
施
行
地
区
が
同
条
第
三
項

に
規
定
す
る
沿
道
再
開
発
等
促
進
区
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
沿
道
地

に
規
定
す
る
沿
道
再
開
発
等
促
進
区
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
沿
道
地

区
施
設
又
は
同
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
設
）

区
施
設
又
は
同
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
設
）

三

略

三

略

３

法
第
三
十
七
条
の
五
第
一
項
の
表
の
第
一
号
の
上
欄
の
ロ
及
び
下
欄
に
規
定

３

法
第
三
十
七
条
の
五
第
一
項
の
表
の
第
一
号
の
上
欄
の
ロ
及
び
下
欄
に
規
定

す
る
政
令
で
定
め
る
地
区
は
、
次
に
掲
げ
る
地
区
若
し
く
は
区
域
で
都
市
計
画

す
る
政
令
で
定
め
る
地
区
は
、
次
に
掲
げ
る
地
区
若
し
く
は
区
域
で
都
市
計
画

法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
に
定
め
ら
れ
た
も
の
、
都
市
再
生
特

法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
に
定
め
ら
れ
た
も
の
、
都
市
再
生
特

別
措
置
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
又
は
同
法
第

別
措
置
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
又
は
同
法
第

六
十
七
条
に
規
定
す
る
認
定
整
備
事
業
計
画
（
当
該
認
定
整
備
事
業
計
画
に
同

六
十
七
条
に
規
定
す
る
認
定
整
備
事
業
計
画
（
当
該
認
定
整
備
事
業
計
画
に
同

条
に
規
定
す
る
都
市
再
生
整
備
事
業
の
施
行
さ
れ
る
土
地
の
区
域
の
面
積
が
〇

条
に
規
定
す
る
都
市
再
生
整
備
事
業
の
施
行
さ
れ
る
土
地
の
区
域
の
面
積
が
〇

・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
の

・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
の
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区
域
と
す
る
。

区
域
と
す
る
。

一

略

一

略

二

都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
地
区
計
画
の
区
域

二

都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
地
区
計
画
の
区
域

（
同
法
第
十
二
条
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
再
開
発
等
促
進
区
内
の
同
法
第

（
同
法
第
十
二
条
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
再
開
発
等
促
進
区
内
の
同
法
第

八
条
第
一
項
第
一
号
の
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
低
層
住
居
専

八
条
第
一
項
第
一
号
の
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
低
層
住
居
専

用
地
域
、
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
及
び
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地

用
地
域
、
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
及
び
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地

域
を
除
く
。
）
、
同
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
防
災
街
区

域
を
除
く
。
）
、
同
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
防
災
街
区

整
備
地
区
計
画
の
区
域
及
び
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
沿
道
地
区
計
画
の
区
域

整
備
地
区
計
画
の
区
域
及
び
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
沿
道
地
区
計
画
の
区
域

の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

イ
・
ロ

略

イ
・
ロ

略

三

略

三

略

４
～

略

４
～

略

22

22

（
土
地
の
譲
渡
等
が
あ
る
場
合
の
特
別
税
率
）

（
土
地
の
譲
渡
等
が
あ
る
場
合
の
特
別
税
率
）

第
三
十
八
条
の
四

略

第
三
十
八
条
の
四

略

２
～

略

２
～

略

21

21

法
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
中
高
層
の
耐
火
建
築
物

法
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
中
高
層
の
耐
火
建
築
物

22

22

の
建
築
を
す
る
政
令
で
定
め
る
事
業
は
、
地
上
階
数
四
以
上
の
中
高
層
の
耐
火

の
建
築
を
す
る
政
令
で
定
め
る
事
業
は
、
地
上
階
数
四
以
上
の
中
高
層
の
耐
火

建
築
物
の
建
築
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
、
当
該
事
業
が
法
第
六
十

建
築
物
の
建
築
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
、
当
該
事
業
が
法
第
六
十

五
条
の
七
第
一
項
の
表
の
第
十
二
号
の
上
欄
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
域
又
は

五
条
の
七
第
一
項
の
表
の
第
十
二
号
の
上
欄
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
域
又
は

地
区
内
に
お
い
て
施
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
次
に
掲
げ
る
要
件
（
当

地
区
内
に
お
い
て
施
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
次
に
掲
げ
る
要
件
（
当

該
事
業
が
都
市
再
開
発
法
第
百
二
十
九
条
の
六
に
規
定
す
る
認
定
再
開
発
事
業

該
事
業
が
都
市
再
開
発
法
第
百
二
十
九
条
の
六
に
規
定
す
る
認
定
再
開
発
事
業

計
画
に
係
る
同
法
第
百
二
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
再
開
発
事
業
（
第

計
画
に
係
る
同
法
第
百
二
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
再
開
発
事
業
（
第
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一
号
に
お
い
て
「
認
定
再
開
発
事
業
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
一

一
号
に
お
い
て
「
認
定
再
開
発
事
業
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
一

号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件
）
の
す
べ
て
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ

号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件
）
の
す
べ
て
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ

き
、
当
該
事
業
を
行
う
者
の
申
請
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
が
認
定
を
し
た
も

き
、
当
該
事
業
を
行
う
者
の
申
請
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
が
認
定
を
し
た
も

の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

一

略

一

略

二

そ
の
事
業
の
施
行
地
区
内
に
お
い
て
都
市
施
設
（
都
市
計
画
法
第
四
条
第

二

そ
の
事
業
の
施
行
地
区
内
に
お
い
て
都
市
施
設
（
都
市
計
画
法
第
四
条
第

六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施
設
又
は
同
法
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
三
号

六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施
設
又
は
同
法
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
三
号

に
規
定
す
る
地
区
施
設
を
い
う
。
）
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
（
そ
の
事
業
の

に
規
定
す
る
地
区
施
設
を
い
う
。
）
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
（
そ
の
事
業
の

施
行
地
区
が
次
に
掲
げ
る
区
域
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
都
市
計
画
施
設

施
行
地
区
が
次
に
掲
げ
る
区
域
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
都
市
計
画
施
設

又
は
当
該
区
域
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
施
設
の
用
に
供
さ
れ

又
は
当
該
区
域
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
施
設
の
用
に
供
さ
れ

る
土
地
）
又
は
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
空

る
土
地
）
又
は
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
空

地
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

地
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

イ
・
ロ

略

イ
・
ロ

略

ハ

都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
沿
道
地
区
計
画

ハ

都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
沿
道
地
区
計
画

の
区
域

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
二
項
第
二

の
区
域

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
二
項
第
二

号
に
規
定
す
る
沿
道
地
区
施
設
（
そ
の
事
業
の
施
行
地
区
が
同
条
第
三
項

号
に
規
定
す
る
沿
道
地
区
施
設
（
そ
の
事
業
の
施
行
地
区
が
同
条
第
三
項

に
規
定
す
る
沿
道
再
開
発
等
促
進
区
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
沿
道
地

に
規
定
す
る
沿
道
再
開
発
等
促
進
区
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
沿
道
地

区
施
設
又
は
同
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
設
）

区
施
設
又
は
同
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
設
）

三

略

三

略

～

略

～

略

23

44

23

44

（
特
定
住
宅
地
造
成
事
業
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
所
得
の
特

（
特
定
住
宅
地
造
成
事
業
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
所
得
の
特

別
控
除
）

別
控
除
）
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第
三
十
九
条
の
五

略

第
三
十
九
条
の
五

略

２
～

略

２
～

略

17

17

法
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
第
十
一
号
の
二
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
歴

法
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
計
画
は

18

18

史
的
風
致
維
持
向
上
支
援
法
人
は
、
民
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ

、
国
土
交
通
省
の
作
成
し
た
苫
小
牧
地
区
及
び
石
狩
新
港
地
区
の
開
発
に
関
す

れ
た
法
人
で
そ
の
設
立
当
初
に
お
い
て
拠
出
を
さ
れ
た
金
額
の
二
分
の
一
以
上

る
計
画
並
び
に
青
森
県
の
作
成
し
た
む
つ
小
川
原
地
区
の
開
発
に
関
す
る
計
画

の
金
額
が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
拠
出
を
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
寄
附
行
為
又
は

と
す
る
。

定
款
に
お
い
て
、
そ
の
法
人
が
解
散
し
た
場
合
に
そ
の
残
余
財
産
が
地
方
公
共

団
体
又
は
当
該
法
人
と
類
似
の
目
的
を
も
つ
他
の
公
益
を
目
的
と
す
る
事
業
を

行
う
法
人
に
帰
属
す
る
旨
の
定
め
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

法
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
計
画
は

法
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
法
人
は

19

19

、
国
土
交
通
省
の
作
成
し
た
苫
小
牧
地
区
及
び
石
狩
新
港
地
区
の
開
発
に
関
す

、
そ
の
発
行
済
株
式
又
は
出
資
の
総
数
又
は
総
額
の
二
分
の
一
以
上
が
国
（
国

る
計
画
並
び
に
青
森
県
の
作
成
し
た
む
つ
小
川
原
地
区
の
開
発
に
関
す
る
計
画

の
全
額
出
資
に
係
る
法
人
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
所
有
さ
れ

と
し
、
同
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
法
人
は
、
そ
の
発
行
済
株
式
又
は
出

又
は
出
資
を
さ
れ
て
い
る
法
人
と
す
る
。

資
の
総
数
又
は
総
額
の
二
分
の
一
以
上
が
国
（
国
の
全
額
出
資
に
係
る
法
人
を

含
む
。
）
又
は
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
所
有
さ
れ
又
は
出
資
を
さ
れ
て
い
る
法

人
と
す
る
。

～

略

～

略

20

34

20

34

（
特
定
の
資
産
の
買
換
え
の
場
合
等
の
課
税
の
特
例
）

（
特
定
の
資
産
の
買
換
え
の
場
合
等
の
課
税
の
特
例
）

第
三
十
九
条
の
七

略

第
三
十
九
条
の
七

略

２
～
８

略

２
～
８

略

９

法
第
六
十
五
条
の
七
第
一
項
の
表
の
第
十
二
号
の
上
欄
に
規
定
す
る
中
高
層

９

法
第
六
十
五
条
の
七
第
一
項
の
表
の
第
十
二
号
の
上
欄
に
規
定
す
る
中
高
層

の
耐
火
建
築
物
の
建
築
を
す
る
政
令
で
定
め
る
事
業
は
、
地
上
階
数
四
以
上
の

の
耐
火
建
築
物
の
建
築
を
す
る
政
令
で
定
め
る
事
業
は
、
地
上
階
数
四
以
上
の
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中
高
層
の
耐
火
建
築
物
の
建
築
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
、
当
該
事

中
高
層
の
耐
火
建
築
物
の
建
築
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
、
当
該
事

業
が
同
欄
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
域
又
は
地
区
内
に
お
い
て
施
行
さ
れ
る
も

業
が
同
欄
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
域
又
は
地
区
内
に
お
い
て
施
行
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
及
び
次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と

の
で
あ
る
こ
と
及
び
次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と

に
つ
き
、
当
該
中
高
層
の
耐
火
建
築
物
の
建
築
基
準
法
第
二
条
第
十
六
号
に
規

に
つ
き
、
当
該
中
高
層
の
耐
火
建
築
物
の
建
築
基
準
法
第
二
条
第
十
六
号
に
規

定
す
る
建
築
主
の
申
請
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
（
当
該
事
業
が
都
市
再
生
特

定
す
る
建
築
主
の
申
請
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
（
当
該
事
業
が
都
市
再
生
特

別
措
置
法
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
認
定
計
画
に
係
る
同
条
に
規
定
す
る
都
市

別
措
置
法
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
認
定
計
画
に
係
る
同
条
に
規
定
す
る
都
市

再
生
事
業
又
は
同
法
第
六
十
七
条
に
規
定
す
る
認
定
整
備
事
業
計
画
に
係
る
同

再
生
事
業
又
は
同
法
第
六
十
七
条
に
規
定
す
る
認
定
整
備
事
業
計
画
に
係
る
同

条
に
規
定
す
る
都
市
再
生
整
備
事
業
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
国
土
交
通
大
臣

条
に
規
定
す
る
都
市
再
生
整
備
事
業
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
国
土
交
通
大
臣

。
第
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
認
定
を
し
た
も
の
と
す
る
。

。
第
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
認
定
を
し
た
も
の
と
す
る
。

一

略

一

略

二

そ
の
事
業
の
施
行
地
区
内
に
お
い
て
都
市
施
設
（
都
市
計
画
法
第
四
条
第

二

そ
の
事
業
の
施
行
地
区
内
に
お
い
て
都
市
施
設
（
都
市
計
画
法
第
四
条
第

六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施
設
又
は
同
法
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
三
号

六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施
設
又
は
同
法
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
三
号

に
規
定
す
る
地
区
施
設
を
い
う
。
）
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
（
そ
の
事
業
の

に
規
定
す
る
地
区
施
設
を
い
う
。
）
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
（
そ
の
事
業
の

施
行
地
区
が
次
に
掲
げ
る
区
域
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
都
市
計
画
施
設

施
行
地
区
が
次
に
掲
げ
る
区
域
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
都
市
計
画
施
設

又
は
当
該
区
域
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
施
設
の
用
に
供
さ
れ

又
は
当
該
区
域
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
施
設
の
用
に
供
さ
れ

る
土
地
）
又
は
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
空

る
土
地
）
又
は
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
空

地
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

地
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

イ
・
ロ

略

イ
・
ロ

略

ハ

都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
沿
道
地
区
計
画

ハ

都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
沿
道
地
区
計
画

の
区
域

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
二
項
第
二

の
区
域

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
二
項
第
二

号
に
規
定
す
る
沿
道
地
区
施
設
（
そ
の
事
業
の
施
行
地
区
が
同
条
第
三
項

号
に
規
定
す
る
沿
道
地
区
施
設
（
そ
の
事
業
の
施
行
地
区
が
同
条
第
三
項

に
規
定
す
る
沿
道
再
開
発
等
促
進
区
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
沿
道
地

に
規
定
す
る
沿
道
再
開
発
等
促
進
区
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
沿
道
地

区
施
設
又
は
同
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
設
）

区
施
設
又
は
同
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
設
）
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三

略

三

略

法
第
六
十
五
条
の
七
第
一
項
の
表
の
第
十
二
号
の
上
欄
の
ロ
及
び
下
欄
に
規

法
第
六
十
五
条
の
七
第
一
項
の
表
の
第
十
二
号
の
上
欄
の
ロ
及
び
下
欄
に
規

10

10

定
す
る
政
令
で
定
め
る
地
区
は
、
次
に
掲
げ
る
地
区
若
し
く
は
区
域
で
都
市
計

定
す
る
政
令
で
定
め
る
地
区
は
、
次
に
掲
げ
る
地
区
若
し
く
は
区
域
で
都
市
計

画
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
に
定
め
ら
れ
た
も
の
、
都
市
再
生

画
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
に
定
め
ら
れ
た
も
の
、
都
市
再
生

特
別
措
置
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
又
は
同
法

特
別
措
置
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
又
は
同
法

第
六
十
七
条
に
規
定
す
る
認
定
整
備
事
業
計
画
（
当
該
認
定
整
備
事
業
計
画
に

第
六
十
七
条
に
規
定
す
る
認
定
整
備
事
業
計
画
（
当
該
認
定
整
備
事
業
計
画
に

同
条
に
規
定
す
る
都
市
再
生
整
備
事
業
の
施
行
さ
れ
る
土
地
の
区
域
の
面
積
が

同
条
に
規
定
す
る
都
市
再
生
整
備
事
業
の
施
行
さ
れ
る
土
地
の
区
域
の
面
積
が

〇
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）

〇
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）

の
区
域
と
す
る
。

の
区
域
と
す
る
。

一

略

一

略

二

都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
地
区
計
画
の
区
域

二

都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
地
区
計
画
の
区
域

（
同
法
第
十
二
条
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
再
開
発
等
促
進
区
内
の
同
法
第

（
同
法
第
十
二
条
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
再
開
発
等
促
進
区
内
の
同
法
第

八
条
第
一
項
第
一
号
の
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
低
層
住
居
専

八
条
第
一
項
第
一
号
の
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
低
層
住
居
専

用
地
域
、
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
及
び
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地

用
地
域
、
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
及
び
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地

域
を
除
く
。
）
、
同
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
防
災
街
区

域
を
除
く
。
）
、
同
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
防
災
街
区

整
備
地
区
計
画
の
区
域
及
び
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
沿
道
地
区
計
画
の
区
域

整
備
地
区
計
画
の
区
域
及
び
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
沿
道
地
区
計
画
の
区
域

の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

イ
・
ロ

略

イ
・
ロ

略

三

略

三

略

～

略

～

略

11

61

11

61
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○
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
）

（
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
）

第
三
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
で
政
令
で
定
め

第
三
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
で
政
令
で
定
め

る
も
の
は
、
宅
地
又
は
建
物
の
貸
借
の
契
約
以
外
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
次
に

る
も
の
は
、
宅
地
又
は
建
物
の
貸
借
の
契
約
以
外
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
次
に

掲
げ
る
法
律
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
を
含

掲
げ
る
法
律
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
を
含

む
。
）
に
基
づ
く
制
限
で
当
該
宅
地
又
は
建
物
に
係
る
も
の
及
び
都
市
計
画
法

む
。
）
に
基
づ
く
制
限
で
当
該
宅
地
又
は
建
物
に
係
る
も
の
及
び
都
市
計
画
法

施
行
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

施
行
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
緑
地
地
域
内
に
お
け
る
建
築
物
又

り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
緑
地
地
域
内
に
お
け
る
建
築
物
又

は
土
地
に
関
す
る
工
事
若
し
く
は
権
利
に
関
す
る
制
限
（
同
法
第
二
十
六
条
及

は
土
地
に
関
す
る
工
事
若
し
く
は
権
利
に
関
す
る
制
限
（
同
法
第
二
十
六
条
及

び
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
る

び
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
で
当
該
宅
地
又
は
建
物
に
係
る
も
の
と
す
る

も
の
と
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
で
当
該
宅
地
又
は
建
物
に
係
る
も
の
と
す
る

。

。

一
～
十
二
の
四

略

一
～
十
二
の
四

略

十
二
の
五

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（

平
成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
三

十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項

十
三
～
三
十
三

略

十
三
～
三
十
三

略

２
・
３

略

２
・
３

略
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○
地
方
住
宅
供
給
公
社
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
百
九
十
八
号
）
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
二
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
地
方
住
宅
供
給
公
社
を
、
市
の
み
が

第
二
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
地
方
住
宅
供
給
公
社
を
、
市
の
み
が

設
立
し
た
も
の
に
あ
つ
て
は
当
該
市
（
第
二
十
三
号
に
あ
つ
て
は
、
建
築
主
事

設
立
し
た
も
の
に
あ
つ
て
は
当
該
市
（
第
二
十
三
号
に
あ
つ
て
は
、
建
築
主
事

を
置
く
市
）
と
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
と
み
な
し
て
、
こ
れ

を
置
く
市
）
と
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
と
み
な
し
て
、
こ
れ

ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
二
十
三

略

一
～
二
十
三

略

二
十
四

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
五
条
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
三
十

三
条
第
一
項
第
三
号

二
十
五
～
三
十
二

略

二
十
四
～
三
十
一

略

２

略

２

略
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○
古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
八
十
四
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
特
別
保
存
地
区
内
の
行
為
の
許
可
基
準
）

（
特
別
保
存
地
区
内
の
行
為
の
許
可
基
準
）

第
六
条

法
第
八
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
六
条

法
第
八
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

建
築
物
の
新
築

一

建
築
物
の
新
築

イ
～
ハ

略

イ
～
ハ

略

ニ

次
に
掲
げ
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
規
模
、
形
態
及
び
意
匠
が

ニ

次
に
掲
げ
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
規
模
、
形
態
及
び
意
匠
が

、
当
該
新
築
の
行
わ
れ
る
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
土
地
の
区
域
に
お
け

、
当
該
新
築
の
行
わ
れ
る
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
土
地
の
区
域
に
お
け

る
歴
史
的
風
土
と
著
し
く
不
調
和
で
な
い
こ
と
。

る
歴
史
的
風
土
と
著
し
く
不
調
和
で
な
い
こ
と
。

・

略

・

略

(1)

(2)

(1)

(2)

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（

(3)
平
成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指

定
さ
れ
た
歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
の
保
存
の
た
め
に
必
要
な
建
築

物～

略

～

略

(4)

(9)

(3)

(8)

ホ

略

ホ

略

二
・
三

略

二
・
三

略

四

工
作
物
（
建
築
物
以
外
の
工
作
物
を
い
い
、
第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存

四

工
作
物
（
建
築
物
以
外
の
工
作
物
を
い
い
、
第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存

地
区
及
び
第
二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
に
あ
つ
て
は
、
前
条
第
九
号
ホ

地
区
及
び
第
二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
に
あ
つ
て
は
、
前
条
第
九
号
ホ

に
規
定
す
る
工
作
物
を
除
く
。
以
下
第
六
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
規
定
す
る
工
作
物
を
除
く
。
以
下
第
六
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）

(4)

(4)

の
新
築

の
新
築



- 19 -

イ
・
ロ

略

イ
・
ロ

略

ハ

そ
の
他
の
工
作
物
に
つ
い
て
は
、
当
該
工
作
物
が
、
次
の
い
ず
れ
か

ハ

そ
の
他
の
工
作
物
に
つ
い
て
は
、
当
該
工
作
物
が
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
か
つ
、
そ
の
規
模
、
形
態
及
び
意
匠
が
、
当
該
新
築
の
行

に
該
当
し
、
か
つ
、
そ
の
規
模
、
形
態
及
び
意
匠
が
、
当
該
新
築
の
行

わ
れ
る
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
土
地
の
区
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
と

わ
れ
る
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
土
地
の
区
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
と

著
し
く
不
調
和
で
な
い
こ
と
。

著
し
く
不
調
和
で
な
い
こ
と
。

・

略

・

略

(1)

(2)

(1)

(2)

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
第

(3)
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
歴
史
的
風
致
形
成
建
造

物
の
保
存
の
た
め
に
必
要
な
工
作
物

～

略

～

略

(4)

(11)

(3)

(10)

五

略

五

略

六

工
作
物
の
増
築

六

工
作
物
の
増
築

イ
・
ロ

略

イ
・
ロ

略

ハ

そ
の
他
の
工
作
物
に
つ
い
て
は
、
当
該
増
築
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に

ハ

そ
の
他
の
工
作
物
に
つ
い
て
は
、
当
該
増
築
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
か
つ
、
増
築
後
の
工
作
物
の
規
模
、
形
態
及
び
意
匠
が
、

該
当
し
、
か
つ
、
増
築
後
の
工
作
物
の
規
模
、
形
態
及
び
意
匠
が
、

増
築
の
行
わ
れ
る
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
土
地
の
区
域
に
お
け
る
歴
史
的

増
築
の
行
わ
れ
る
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
土
地
の
区
域
に
お
け
る
歴
史
的

風
土
と
著
し
く
不
調
和
で
な
い
こ
と
。

風
土
と
著
し
く
不
調
和
で
な
い
こ
と
。

第
四
号
ハ

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
工
作
物
の
増
築

第
四
号
ハ

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
工
作
物
の
増
築

(1)

(1)

(9)

(1)

(1)

(8)

・

略

・

略

(2)

(3)

(2)

(3)

六
の
二
～
十
四

略

六
の
二
～
十
四

略
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○
首
都
圏
近
郊
緑
地
保
全
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
十
三
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
公
益
性
が
特
に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
事
業
の
実
施
に
係
る
行
為
）

（
公
益
性
が
特
に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
事
業
の
実
施
に
係
る
行
為
）

第
三
条

法
第
七
条
第
四
項
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行

第
三
条

法
第
七
条
第
四
項
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行

為
と
す
る
。

為
と
す
る
。

一
～
二
十
八

略

一
～
二
十
八

略

二
十
九

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た

歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
の
保
存
に
係
る
行
為

三
十
～
三
十
三

略

二
十
九
～
三
十
二

略
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○
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
四
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
十
四
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し

第
十
四
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し

て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
九

略

一
～
九

略

十

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
三
十
三
条
第
一
項
第
三
号

十
一
～
十
六

略

十
～
十
五

略

２

略

２

略
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○
近
畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
三
年
政
令
第
九
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
公
益
性
が
特
に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
事
業
の
実
施
に
係
る
行
為
）

（
公
益
性
が
特
に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
事
業
の
実
施
に
係
る
行
為
）

第
七
条

法
第
八
条
第
四
項
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行

第
七
条

法
第
八
条
第
四
項
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行

為
と
す
る
。

為
と
す
る
。

一
～
二
十
八

略

一
～
二
十
八

略

二
十
九

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た

歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
の
保
存
に
係
る
行
為

三
十
～
三
十
三

略

二
十
九
～
三
十
二

略
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○
都
市
計
画
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
五
十
八
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
地
区
計
画
等
に
定
め
る
事
項
の
う
ち
都
道
府
県
知
事
の
同
意
を
要
す
る
も
の

（
地
区
計
画
等
に
定
め
る
事
項
の
う
ち
都
道
府
県
知
事
の
同
意
を
要
す
る
も
の

）

）

第
十
四
条
の
二

法
第
十
九
条
第
三
項
（
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

第
十
四
条
の
二

法
第
十
九
条
第
三
項
（
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
表
の
上
欄
各
項
に
定

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
表
の
上
欄
各
項
に
定

め
る
事
項
は
、
次
の
表
の
上
欄
各
項
に
定
め
る
地
区
計
画
等
の
区
分
に
応
じ
て

め
る
事
項
は
、
次
の
表
の
上
欄
各
項
に
定
め
る
地
区
計
画
等
の
区
分
に
応
じ
て

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
各
項
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
各
項
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

地
区
計
画
等

事

項

地
区
計
画
等

事

項

地
区
計
画
（
市
街
化

略

地
区
計
画
（
市
街
化

略

調
整
区
域
内
に
お
い

調
整
区
域
内
に
お
い

て
定
め
る
も
の
を
除

て
定
め
る
も
の
を
除

く
。
）

く
。
）

市
街
化
調
整
区
域
内

略

市
街
化
調
整
区
域
内

略

に
お
い
て
定
め
る
地

に
お
い
て
定
め
る
地

区
計
画

区
計
画

防
災
街
区
整
備
地
区

略

防
災
街
区
整
備
地
区

略

計
画

計
画

歴
史
的
風
致
維
持
向

一

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
計
画
の
位
置
及
び
区

［
新
規
］

上
地
区
計
画

域



- 24 -

二

当
該
区
域
の
土
地
利
用
に
関
す
る
基
本
方
針
（
地

域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す

る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
三
十
一

条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
部
分
を
除

き
、
都
道
府
県
が
定
め
る
地
域
地
区
の
区
域
そ
の
他

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
区
域
に
お
い
て
定
め
ら
れ

る
場
合
に
限
る
。
）

三

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に

関
す
る
法
律
第
三
十
一
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す

る
地
区
施
設
の
う
ち
道
路
（
袋
路
状
の
も
の
を
除
く

。
）
で
幅
員
八
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
の
配
置
及
び

規
模

四

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る

も
の
（
こ
れ
ら
の
事
項
が
都
道
府
県
が
定
め
る
地
域

地
区
の
区
域
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
区
域

に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。
）

イ

建
築
物
等
の
用
途
の
制
限

ロ

建
築
物
の
容
積
率
の
最
高
限
度

沿
道
地
区
計
画

略

沿
道
地
区
計
画

略

集
落
地
区
計
画

略

集
落
地
区
計
画

略
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○
地
方
道
路
公
社
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
二
百
二
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
十
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
地
方
道
路
公
社
を
、
市
の
み
が
設
立

第
十
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
地
方
道
路
公
社
を
、
市
の
み
が
設
立

し
た
も
の
に
あ
つ
て
は
当
該
市
（
第
十
九
号
に
あ
つ
て
は
、
建
築
主
事
を
置
く

し
た
も
の
に
あ
つ
て
は
当
該
市
（
第
十
九
号
に
あ
つ
て
は
、
建
築
主
事
を
置
く

市
）
と
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規

市
）
と
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規

定
を
準
用
す
る
。

定
を
準
用
す
る
。

一
～
十
九

略

一
～
十
九

略

二
十

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
五
条
第
六
項
及
び
第
七
項

二
十
一
～
二
十
九

略

二
十
～
二
十
八

略

２

略

２

（
略
）
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○
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
四
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
九
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
土
地
開
発
公
社
を
、
都
道
府
県
が
設

第
九
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
土
地
開
発
公
社
を
、
都
道
府
県
が
設

立
し
た
も
の
（
都
道
府
県
が
他
の
地
方
公
共
団
体
と
共
同
で
設
立
し
た
も
の
を

立
し
た
も
の
（
都
道
府
県
が
他
の
地
方
公
共
団
体
と
共
同
で
設
立
し
た
も
の
を

含
む
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該
都
道
府
県
と
、
指
定
都
市
が
設
立
し
た
も
の
（
指

含
む
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該
都
道
府
県
と
、
指
定
都
市
が
設
立
し
た
も
の
（
指

定
都
市
が
都
道
府
県
以
外
の
他
の
地
方
公
共
団
体
と
共
同
で
設
立
し
た
も
の
を

定
都
市
が
都
道
府
県
以
外
の
他
の
地
方
公
共
団
体
と
共
同
で
設
立
し
た
も
の
を

含
む
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該
指
定
都
市
と
、
中
核
市
が
設
立
し
た
も
の
（
中
核

含
む
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該
指
定
都
市
と
、
中
核
市
が
設
立
し
た
も
の
（
中
核

市
が
都
道
府
県
及
び
指
定
都
市
以
外
の
他
の
地
方
公
共
団
体
と
共
同
で
設
立
し

市
が
都
道
府
県
及
び
指
定
都
市
以
外
の
他
の
地
方
公
共
団
体
と
共
同
で
設
立
し

た
も
の
を
含
む
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該
中
核
市
と
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て

た
も
の
を
含
む
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該
中
核
市
と
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て

は
市
町
村
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

は
市
町
村
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
十
三

略

一
～
十
三

略

十
四

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
五
条
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
三
十
三

条
第
一
項
第
三
号

十
五
～
十
八

略

十
四
～
十
七

略

２
・
３

略

２
・
３

略



- 27 -

○
日
本
下
水
道
事
業
団
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
五
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
事
業
団
を
地
方
公
共
団
体
（
第
一
号

第
五
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
事
業
団
を
地
方
公
共
団
体
（
第
一
号

、
第
二
号
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
規
定
に
あ
つ
て
は
、
都
道
府
県
）
と
み
な

、
第
二
号
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
規
定
に
あ
つ
て
は
、
都
道
府
県
）
と
み
な

し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
十
一

略

一
～
十
一

略

十
二

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
五
条
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
三
十
三

条
第
一
項
第
三
号

十
三
・
十
四

略

十
二
・
十
三

略



- 28 -

○
都
市
緑
地
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
三
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
公
益
性
が
特
に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
事
業
の
実
施
に
係
る
行
為
）

（
公
益
性
が
特
に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
事
業
の
実
施
に
係
る
行
為
）

第
三
条

法
第
八
条
第
九
項
第
一
号
及
び
第
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で

第
三
条

法
第
八
条
第
九
項
第
一
号
及
び
第
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で

定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一
～
三
十
四

略

一
～
三
十
四

略

三
十
五

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た

歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
の
保
存
に
係
る
行
為

三
十
六
～
三
十
九

略

三
十
五
～
三
十
八

略



- 29 -

○
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
二
十
八
条

次
に
掲
げ
る
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関

第
二
十
八
条

次
に
掲
げ
る
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関

と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
二
十
二

略

一
～
二
十
二

略

二
十
三

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
五
条
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
三
十

三
条
第
一
項
第
三
号

二
十
四
～
三
十

略

二
十
三
～
二
十
九

略

２

略

２

略



- 30 -

○
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
五
十
七
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な

第
五
十
七
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な

し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
二
十
一

略

一
～
二
十
一

略

二
十
二

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
五
条
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
三
十

三
条
第
一
項
第
三
号

二
十
三
～
三
十

略

二
十
二
～
二
十
九

略

２

略

２

略



- 31 -

○
国
立
大
学
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
七
十
八
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
二
十
二
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
国
立
大
学
法
人
等
を
国
と
み
な

第
二
十
二
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
国
立
大
学
法
人
等
を
国
と
み
な

し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
九

略

一
～
九

略

［
削
る
］

十

削
除

十
～
四
十
六

略

十
一
～
四
十
七

略

四
十
七

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
五
条
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
三
十

三
条
第
一
項
第
三
号

四
十
八
～
六
十
一

略

四
十
八
～
六
十
一

略

２
・
３

略

２
・
３

略



- 32 -

○
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
二
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の

第
二
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の

規
定
を
準
用
す
る
。

規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
二
十
二

略

一
～
二
十
二

略

二
十
三

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
五
条
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
三
十

三
条
第
一
項
第
三
号

二
十
四

略

二
十
三

略

２

略

２

略



- 33 -

○
地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
八
十
六
号
）
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
十
三
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
（
第
十
九
号

第
十
三
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
（
第
二
十
一

及
び
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
公
営
企
業
型
地
方
独
立
行
政

号
及
び
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
公
営
企
業
型
地
方
独
立
行

法
人
に
限
る
。
）
を
、
都
道
府
県
（
都
道
府
県
の
加
入
す
る
一
部
事
務
組
合
又

政
法
人
に
限
る
。
）
を
、
都
道
府
県
（
都
道
府
県
の
加
入
す
る
一
部
事
務
組
合

は
広
域
連
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
都
道
府
県
及
び

又
は
広
域
連
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
都
道
府
県
及

都
道
府
県
以
外
の
地
方
公
共
団
体
が
設
立
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
都
道
府

び
都
道
府
県
以
外
の
地
方
公
共
団
体
が
設
立
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
都
道

県
と
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
市
町
村
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を

府
県
と
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
市
町
村
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定

準
用
す
る
。

を
準
用
す
る
。

一
～
二
十
一

略

一
～
二
十
一

略

二
十
二

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
五
条
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
三
十

三
条
第
一
項
第
三
号

二
十
三

略

二
十
二

略

２

略

２

略



- 34 -

○
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
十
六
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
十
六
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し

第
十
六
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し

て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
三
十
三

略

一
～
三
十
三

略

三
十
四

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
五
条
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
三
十

三
条
第
一
項
第
三
号

三
十
五

略

三
十
四

略

三
十
五

削
除

三
十
六
～
四
十
三

略

三
十
六
～
四
十
三

略

２

略

２

略



- 35 -

○
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
五
十
五
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
十
六
条

次
に
掲
げ
る
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
と
み
な
し
て
、

第
十
六
条

次
に
掲
げ
る
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
と
み
な
し
て
、

こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
六

略

一
～
六

略

七

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
五
条
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
三
十
三
条

第
一
項
第
三
号

八

略

七

略



- 36 -

○
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
五
十
六
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
十
四
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら

第
十
四
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら

の
規
定
を
準
用
す
る
。

の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
十
三

略

一
～
十
三

略

十
四

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
五
条
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
三
十
三

条
第
一
項
第
三
号

十
五
～
十
七

略

十
四
～
十
六

略

２
・
３

略

２
・
３

略
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○
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
三
十
四
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な

第
三
十
四
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な

し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
二
十
三

略

一
～
二
十
三

略

二
十
四

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
五
条
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
三
十

三
条
第
一
項
第
三
号

二
十
五
～
三
十
一

略

二
十
四
～
三
十

略

２

略

２

略
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○
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
八
十
二
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
十
九
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し

第
十
九
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し

て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
十
一

略

一
～
十
一

略

十
二

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
五
条
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
三
十
三

条
第
一
項
第
三
号

十
三
～
十
五

略

十
二
～
十
四

略

２

略

２

略
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○
景
観
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
八
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
届
出
を
要
し
な
い
地
区
計
画
等
の
区
域
内
で
行
う
行
為
）

（
届
出
を
要
し
な
い
地
区
計
画
等
の
区
域
内
で
行
う
行
為
）

第
九
条

法
第
十
六
条
第
七
項
第
十
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
法
第
八
条
第

第
九
条

法
第
十
六
条
第
七
項
第
十
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
法
第
八
条
第

三
項
第
二
号
の
制
限
で
景
観
計
画
に
定
め
ら
れ
た
も
の
の
す
べ
て
が
法
第
十
六

三
項
第
二
号
の
制
限
で
景
観
計
画
に
定
め
ら
れ
た
も
の
の
す
べ
て
が
法
第
十
六

条
第
七
項
第
十
号
の
地
区
整
備
計
画
、
特
定
建
築
物
地
区
整
備
計
画
、
防
災
街

条
第
七
項
第
十
号
の
地
区
整
備
計
画
、
特
定
建
築
物
地
区
整
備
計
画
、
防
災
街

区
整
備
地
区
整
備
計
画
、
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
整
備
計
画
、
沿
道
地
区

区
整
備
地
区
整
備
計
画
、
沿
道
地
区
整
備
計
画
又
は
集
落
地
区
整
備
計
画
に
お

整
備
計
画
又
は
集
落
地
区
整
備
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
け

い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
同
号
の
地
区
計
画
等
の
区
域
内
で
行
う

る
同
号
の
地
区
計
画
等
の
区
域
内
で
行
う
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
、
建
築
物

土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
、
建
築
物
の
新
築
、
改
築
若
し
く
は
増
築
、
工
作
物

の
新
築
、
改
築
若
し
く
は
増
築
、
工
作
物
の
新
設
、
改
築
若
し
く
は
増
築
又
は

の
新
設
、
改
築
若
し
く
は
増
築
又
は
建
築
物
若
し
く
は
工
作
物
の
形
態
意
匠
の

建
築
物
若
し
く
は
工
作
物
の
形
態
意
匠
の
変
更
と
す
る
。

変
更
と
す
る
。
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○
公
益
通
報
者
保
護
法
別
表
第
八
号
の
法
律
を
定
め
る
政
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
百
四
十
六
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

公
益
通
報
者
保
護
法
別
表
第
八
号
の
政
令
で
定
め
る
法
律
は
、
次
の
と
お
り

公
益
通
報
者
保
護
法
別
表
第
八
号
の
政
令
で
定
め
る
法
律
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

と
す
る
。

一
～
四
百
二
十

略

一
～
四
百
二
十

略

四
百
二
十
一

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
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○
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
百
六
十
一
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
二
十
二
条
の
八
第
十
二
項
中
「
政
令
で
定
め
る
」
の
下
に
「
沿
道
整
備
推
進

第
二
十
二
条
の
八
第
十
二
項
中
「
政
令
で
定
め
る
」
の
下
に
「
沿
道
整
備
推
進

機
構
は
、
公
益
社
団
法
人
（
そ
の
社
員
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
総
数
の
二
分
の

機
構
は
、
公
益
社
団
法
人
（
そ
の
社
員
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
総
数
の
二
分
の

一
以
上
の
数
が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
保
有
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
次
項
か

一
以
上
の
数
が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
保
有
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
次
項
か

ら
第
十
七
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
公
益
財
団
法
人
（
そ
の
設
立
当
初
に

ら
第
十
六
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
公
益
財
団
法
人
（
そ
の
設
立
当
初
に

お
い
て
拠
出
を
さ
れ
た
金
額
の
二
分
の
一
以
上
の
金
額
が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り

お
い
て
拠
出
を
さ
れ
た
金
額
の
二
分
の
一
以
上
の
金
額
が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り

拠
出
を
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
次
項
か
ら
第
十
七
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。

拠
出
を
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
次
項
か
ら
第
十
六
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。

）
で
あ
つ
て
、
そ
の
定
款
に
お
い
て
、
そ
の
法
人
が
解
散
し
た
場
合
に
そ
の
残
余

）
で
あ
つ
て
、
そ
の
定
款
に
お
い
て
、
そ
の
法
人
が
解
散
し
た
場
合
に
そ
の
残
余

財
産
が
地
方
公
共
団
体
又
は
当
該
法
人
と
類
似
の
目
的
を
も
つ
他
の
公
益
を
目
的

財
産
が
地
方
公
共
団
体
又
は
当
該
法
人
と
類
似
の
目
的
を
も
つ
他
の
公
益
を
目
的

と
す
る
事
業
を
行
う
法
人
に
帰
属
す
る
旨
の
定
め
が
あ
る
も
の
と
し
、
同
号
に
規

と
す
る
事
業
を
行
う
法
人
に
帰
属
す
る
旨
の
定
め
が
あ
る
も
の
と
し
、
同
号
に
規

定
す
る
政
令
で
定
め
る
」
を
加
え
、
同
条
第
十
三
項
か
ら
第
十
七
項
ま
で
の
規
定

定
す
る
政
令
で
定
め
る
」
を
加
え
、
同
条
第
十
三
項
か
ら
第
十
六
項
ま
で
の
規
定

中
「
民
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
で
そ
の
設
立
当
初
に
お

中
「
民
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
で
そ
の
設
立
当
初
に
お

い
て
拠
出
を
さ
れ
た
金
額
の
二
分
の
一
以
上
の
金
額
が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
拠

い
て
拠
出
を
さ
れ
た
金
額
の
二
分
の
一
以
上
の
金
額
が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
拠

出
を
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
寄
附
行
為
又
は
」
を
「
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団

出
を
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
寄
附
行
為
又
は
」
を
「
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団

法
人
で
あ
つ
て
、
そ
の
」
に
改
め
、
同
条
第
十
七
項
中
「
計
画
、
」
を
「
計
画
並

法
人
で
あ
つ
て
、
そ
の
」
に
改
め
、
同
条
第
十
七
項
中
「
計
画
、
」
を
「
計
画
並

び
に
」
に
改
め
、
「
並
び
に
岩
手
県
の
作
成
し
た
北
上
中
部
地
区
の
開
発
に
関
す

び
に
」
に
改
め
、
「
並
び
に
岩
手
県
の
作
成
し
た
北
上
中
部
地
区
の
開
発
に
関
す

る
計
画
」
を
削
り
、
同
条
第
二
十
一
項
第
一
号
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

る
計
画
」
を
削
り
、
同
条
第
二
十
一
項
第
一
号
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ロ

中
小
小
売
商
業
振
興
法
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
社
団
法
人
等
で
あ

ロ

中
小
小
売
商
業
振
興
法
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
社
団
法
人
等

つ
て
、
そ
の
定
款
に
お
い
て
、
そ
の
法
人
が
解
散
し
た
場
合
に
そ
の
残
余
財
産
が

で
あ
つ
て
、
そ
の
定
款
に
お
い
て
、
そ
の
法
人
が
解
散
し
た
場
合
に
そ
の

地
方
公
共
団
体
又
は
当
該
法
人
と
類
似
の
目
的
を
も
つ
他
の
公
益
を
目
的
と
す
る

残
余
財
産
が
地
方
公
共
団
体
又
は
当
該
法
人
と
類
似
の
目
的
を
も
つ
他
の
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事
業
を
行
う
法
人
に
帰
属
す
る
旨
の
定
め
が
あ
る
も
の
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要

公
益
を
目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
法
人
に
帰
属
す
る
旨
の
定
め
が
あ
る
も

件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
も
の

の
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
も
の

そ
の
社
員
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
総
数
の
三
分
の
一
を
超
え
る
数

そ
の
社
員
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
総
数
の
三
分
の
一
を
超
え
る
数

(1)

(1)

が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
保
有
さ
れ
て
い
る
公
益
社
団
法
人
で
あ
る
こ

が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
保
有
さ
れ
て
い
る
公
益
社
団
法
人
で
あ
る
こ

と
。

と
。

そ
の
社
員
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
総
数
の
四
分
の
一
以
上
の
数
が

そ
の
社
員
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
総
数
の
四
分
の
一
以
上
の
数
が

(2)

(2)

一
の
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
保
有
さ
れ
て
い
る
公
益
社
団
法
人
で
あ
る

一
の
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
保
有
さ
れ
て
い
る
公
益
社
団
法
人
で
あ
る

こ
と
。

こ
と
。

そ
の
拠
出
を
さ
れ
た
金
額
の
三
分
の
一
を
超
え
る
金
額
が
地
方
公
共

そ
の
拠
出
を
さ
れ
た
金
額
の
三
分
の
一
を
超
え
る
金
額
が
地
方
公
共

(3)

(3)

団
体
に
よ
り
拠
出
を
さ
れ
て
い
る
公
益
財
団
法
人
で
あ
る
こ
と
。

団
体
に
よ
り
拠
出
を
さ
れ
て
い
る
公
益
財
団
法
人
で
あ
る
こ
と
。

そ
の
拠
出
を
さ
れ
た
金
額
の
四
分
の
一
以
上
の
金
額
が
一
の
地
方
公

そ
の
拠
出
を
さ
れ
た
金
額
の
四
分
の
一
以
上
の
金
額
が
一
の
地
方
公

(4)

(4)

共
団
体
に
よ
り
拠
出
を
さ
れ
て
い
る
公
益
財
団
法
人
で
あ
る
こ
と
。

共
団
体
に
よ
り
拠
出
を
さ
れ
て
い
る
公
益
財
団
法
人
で
あ
る
こ
と
。

第
三
十
九
条
の
五
第
十
三
項
中
「
政
令
で
定
め
る
」
の
下
に
「
沿
道
整
備
推
進

第
三
十
九
条
の
五
第
十
三
項
中
「
政
令
で
定
め
る
」
の
下
に
「
沿
道
整
備
推
進

機
構
は
、
公
益
社
団
法
人
（
そ
の
社
員
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
総
数
の
二
分
の

機
構
は
、
公
益
社
団
法
人
（
そ
の
社
員
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
総
数
の
二
分
の

一
以
上
の
数
が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
保
有
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
次
項
か

一
以
上
の
数
が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
保
有
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
次
項
か

ら
第
十
八
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
公
益
財
団
法
人
（
そ
の
設
立
当
初
に

ら
第
十
七
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
公
益
財
団
法
人
（
そ
の
設
立
当
初
に

お
い
て
拠
出
を
さ
れ
た
金
額
の
二
分
の
一
以
上
の
金
額
が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り

お
い
て
拠
出
を
さ
れ
た
金
額
の
二
分
の
一
以
上
の
金
額
が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り

拠
出
を
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
次
項
か
ら
第
十
八
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。

拠
出
を
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
次
項
か
ら
第
十
七
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。

）
で
あ
つ
て
、
そ
の
定
款
に
お
い
て
、
そ
の
法
人
が
解
散
し
た
場
合
に
そ
の
残
余

）
で
あ
つ
て
、
そ
の
定
款
に
お
い
て
、
そ
の
法
人
が
解
散
し
た
場
合
に
そ
の
残
余

財
産
が
地
方
公
共
団
体
又
は
当
該
法
人
と
類
似
の
目
的
を
も
つ
他
の
公
益
を
目
的

財
産
が
地
方
公
共
団
体
又
は
当
該
法
人
と
類
似
の
目
的
を
も
つ
他
の
公
益
を
目
的

と
す
る
事
業
を
行
う
法
人
に
帰
属
す
る
旨
の
定
め
が
あ
る
も
の
と
し
、
同
号
に
規

と
す
る
事
業
を
行
う
法
人
に
帰
属
す
る
旨
の
定
め
が
あ
る
も
の
と
し
、
同
号
に
規

定
す
る
政
令
で
定
め
る
」
を
加
え
、
同
条
第
十
四
項
か
ら
第
十
八
項
ま
で
の
規
定

定
す
る
政
令
で
定
め
る
」
を
加
え
、
同
条
第
十
四
項
か
ら
第
十
七
項
ま
で
の
規
定
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中
「
民
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
で
そ
の
設
立
当
初
に
お

中
「
民
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
で
そ
の
設
立
当
初
に
お

い
て
拠
出
を
さ
れ
た
金
額
の
二
分
の
一
以
上
の
金
額
が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
拠

い
て
拠
出
を
さ
れ
た
金
額
の
二
分
の
一
以
上
の
金
額
が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
拠

出
を
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
寄
附
行
為
又
は
」
を
「
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団

出
を
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
寄
附
行
為
又
は
」
を
「
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団

法
人
で
あ
つ
て
、
そ
の
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
項
中
「
計
画
、
」
を
「
計
画
並

法
人
で
あ
つ
て
、
そ
の
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
項
中
「
計
画
、
」
を
「
計
画
並

び
に
」
に
改
め
、
「
並
び
に
岩
手
県
の
作
成
し
た
北
上
中
部
地
区
の
開
発
に
関
す

び
に
」
に
改
め
、
「
並
び
に
岩
手
県
の
作
成
し
た
北
上
中
部
地
区
の
開
発
に
関
す

る
計
画
」
を
削
り
、
同
条
第
二
十
二
項
第
一
号
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

る
計
画
」
を
削
り
、
同
条
第
二
十
二
項
第
一
号
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ロ

中
小
小
売
商
業
振
興
法
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
社
団
法
人
等

ロ

中
小
小
売
商
業
振
興
法
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
社
団
法
人
等

で
あ
つ
て
、
そ
の
定
款
に
お
い
て
、
そ
の
法
人
が
解
散
し
た
場
合
に
そ
の

で
あ
つ
て
、
そ
の
定
款
に
お
い
て
、
そ
の
法
人
が
解
散
し
た
場
合
に
そ
の

残
余
財
産
が
地
方
公
共
団
体
又
は
当
該
法
人
と
類
似
の
目
的
を
も
つ
他
の

残
余
財
産
が
地
方
公
共
団
体
又
は
当
該
法
人
と
類
似
の
目
的
を
も
つ
他
の

公
益
を
目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
法
人
に
帰
属
す
る
旨
の
定
め
が
あ
る
も

公
益
を
目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
法
人
に
帰
属
す
る
旨
の
定
め
が
あ
る
も

の
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
も
の

の
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
も
の

そ
の
社
員
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
総
数
の
三
分
の
一
を
超
え
る
数

そ
の
社
員
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
総
数
の
三
分
の
一
を
超
え
る
数

(1)

(1)

が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
保
有
さ
れ
て
い
る
公
益
社
団
法
人
で
あ
る
こ

が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
保
有
さ
れ
て
い
る
公
益
社
団
法
人
で
あ
る
こ

と
。

と
。

そ
の
社
員
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
総
数
の
四
分
の
一
以
上
の
数
が

そ
の
社
員
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
総
数
の
四
分
の
一
以
上
の
数
が

(2)

(2)

一
の
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
保
有
さ
れ
て
い
る
公
益
社
団
法
人
で
あ
る

一
の
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
保
有
さ
れ
て
い
る
公
益
社
団
法
人
で
あ
る

こ
と
。

こ
と
。

そ
の
拠
出
を
さ
れ
た
金
額
の
三
分
の
一
を
超
え
る
金
額
が
地
方
公
共

そ
の
拠
出
を
さ
れ
た
金
額
の
三
分
の
一
を
超
え
る
金
額
が
地
方
公
共

(3)

(3)

団
体
に
よ
り
拠
出
を
さ
れ
て
い
る
公
益
財
団
法
人
で
あ
る
こ
と
。

団
体
に
よ
り
拠
出
を
さ
れ
て
い
る
公
益
財
団
法
人
で
あ
る
こ
と
。

そ
の
拠
出
を
さ
れ
た
金
額
の
四
分
の
一
以
上
の
金
額
が
一
の
地
方
公

そ
の
拠
出
を
さ
れ
た
金
額
の
四
分
の
一
以
上
の
金
額
が
一
の
地
方
公

(4)

(4)

共
団
体
に
よ
り
拠
出
を
さ
れ
て
い
る
公
益
財
団
法
人
で
あ
る
こ
と
。

共
団
体
に
よ
り
拠
出
を
さ
れ
て
い
る
公
益
財
団
法
人
で
あ
る
こ
と
。

附

則

附

則
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（
個
人
の
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

（
個
人
の
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
六
条

略

第
十
六
条

略

２
～
４

略

２
～
４

略

５

新
令
第
二
十
二
条
の
八
第
十
三
項
か
ら
第
十
七
項
ま
で
、
第
二
十
一
項
及
び

５

新
令
第
二
十
二
条
の
八
第
十
三
項
か
ら
第
十
六
項
ま
で
、
第
二
十
一
項
及
び

第
二
十
三
項
第
二
号
の
規
定
は
、
個
人
が
附
則
第
一
条
第
五
号
に
定
め
る
日
以

第
二
十
三
項
第
二
号
の
規
定
は
、
個
人
が
附
則
第
一
条
第
五
号
に
定
め
る
日
以

後
に
行
う
新
法
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
等
の
譲
渡
に
つ
い

後
に
行
う
新
法
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
等
の
譲
渡
に
つ
い

て
適
用
し
、
個
人
が
同
日
前
に
行
っ
た
旧
法
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定

て
適
用
し
、
個
人
が
同
日
前
に
行
っ
た
旧
法
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
土
地
等
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

す
る
土
地
等
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６

略

６

略

７

特
例
民
法
法
人
は
、
新
令
第
二
十
条
の
二
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で

７

特
例
民
法
法
人
は
、
新
令
第
二
十
条
の
二
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で

、
第
二
十
二
条
の
七
第
二
項
、
第
二
十
二
条
の
八
第
十
二
項
か
ら
第
十
七
項
ま

、
第
二
十
二
条
の
七
第
二
項
、
第
二
十
二
条
の
八
第
十
二
項
か
ら
第
十
六
項
ま

で
、
第
二
十
一
項
、
第
二
十
三
項
第
二
号
及
び
第
三
十
三
項
、
第
二
十
二
条
の

で
、
第
二
十
一
項
、
第
二
十
三
項
第
二
号
及
び
第
三
十
三
項
、
第
二
十
二
条
の

九
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
二
十
五
条
の
七
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
公
益
社

九
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
二
十
五
条
の
七
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
公
益
社

団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す
る
。

団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
法
人
の
資
産
の
譲
渡
等
の
場
合
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

（
法
人
の
資
産
の
譲
渡
等
の
場
合
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
十
条

略

第
四
十
条

略

２

新
令
第
三
十
九
条
の
五
第
十
四
項
か
ら
第
十
八
項
ま
で
、
第
二
十
二
項
及
び

２

新
令
第
三
十
九
条
の
五
第
十
四
項
か
ら
第
十
七
項
ま
で
、
第
二
十
二
項
及
び

第
二
十
四
項
第
二
号
の
規
定
は
、
法
人
が
附
則
第
一
条
第
五
号
に
定
め
る
日
以

第
二
十
四
項
第
二
号
の
規
定
は
、
法
人
が
附
則
第
一
条
第
五
号
に
定
め
る
日
以

後
に
行
う
新
法
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
等
の
譲
渡
に
係
る

後
に
行
う
新
法
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
等
の
譲
渡
に
係
る

法
人
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
法
人
が
同
日
前
に
行
っ
た
旧
法
第
六
十
五
条
の
四

法
人
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
法
人
が
同
日
前
に
行
っ
た
旧
法
第
六
十
五
条
の
四

第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
等
の
譲
渡
に
係
る
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
等
の
譲
渡
に
係
る
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

の
例
に
よ
る
。
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３
・
４

略

３
・
４

略

５

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社
団
法
人
及

５

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社
団
法
人
及

び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十

等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十

八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
民
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
民
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

法
人
で
あ
っ
て
、
整
備
法
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
社
団
法
人
又

法
人
で
あ
っ
て
、
整
備
法
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
社
団
法
人
又

は
一
般
財
団
法
人
と
し
て
存
続
す
る
も
の
の
う
ち
、
整
備
法
第
百
六
条
第
一
項

は
一
般
財
団
法
人
と
し
て
存
続
す
る
も
の
の
う
ち
、
整
備
法
第
百
六
条
第
一
項

（
整
備
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含

（
整
備
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
登
記
を
し
て
い
な
い
も
の
（
整
備
法
第
百
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定

む
。
）
の
登
記
を
し
て
い
な
い
も
の
（
整
備
法
第
百
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
整
備
法
第
四
十
五
条
の
認
可
を
取
り
消
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
は
、

に
よ
り
整
備
法
第
四
十
五
条
の
認
可
を
取
り
消
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
は
、

新
令
第
三
十
八
条
の
四
第
十
二
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
三
十
八
条
の

新
令
第
三
十
八
条
の
四
第
十
二
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
三
十
八
条
の

五
第
六
項
第
二
号
、
第
三
十
九
条
の
四
第
三
項
、
第
三
十
九
条
の
五
第
十
三
項

五
第
六
項
第
二
号
、
第
三
十
九
条
の
四
第
三
項
、
第
三
十
九
条
の
五
第
十
三
項

か
ら
第
十
八
項
ま
で
、
第
二
十
二
項
、
第
二
十
四
項
第
二
号
及
び
第
三
十
四
項

か
ら
第
十
七
項
ま
で
、
第
二
十
二
項
、
第
二
十
四
項
第
二
号
及
び
第
三
十
四
項

、
第
三
十
九
条
の
六
第
二
項
、
第
三
十
九
条
の
七
第
十
六
項
第
三
号
並
び
に
第

、
第
三
十
九
条
の
六
第
二
項
、
第
三
十
九
条
の
七
第
十
六
項
第
三
号
並
び
に
第

三
十
九
条
の
九
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人

三
十
九
条
の
九
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人

す
る
。

す
る
。

と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用

と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用


